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見 て
聞 い て

再 発 見
足立がもっと
好き になる

区
で
は
、
区
政
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
映
像
広
報

を
制
作
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

を
通
じ
て
放
映
し
て
い
ま
す
。紙
面
で
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
も
、

映
像
で
見
る
と
理
解
し
や
す
い
も
の
。
映
像
広
報
で
、
足
立
の
魅

力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
足
立
で
放
送
中

情
報
キ
ャ
ッ
チ
!
!

好
き
で
す
。
あ
だ
ち

区
政
か
ら
身
近
な
話
題
ま
で
、い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
る
広

報
番
組
で
す
。

4
月
か
ら
出
演
者
が
一
新
し
ま
し

た
。
楽
し
い
司
会
と
、
個
性
あ
ふ
れ

る
区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
(
写
真
左
)
の

活
躍
で
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
親
し

ん
で
も
ら
え
る
番
組
で
す
。

ま
た
、
区
の
懐
か
し
い
映
像
を
放

送
す
る
人
気
特
集
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
あ
だ
ち
」
を
今
年
も
放
送
す
る
予

定
で
す
。

番
組
の
放
送
日
は
、
あ
だ
ち
広
報

毎
月
2
5日
号
1
面
の
お
知
ら
せ
欄

や
、
毎
月
1
0日
号
の
「
映
像
広
報
制

作
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

区
政
の
課
題
や
重
要
な
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
ビ
デ
オ
広
報
で
す
。

番
組
は
区
内
の
図
書
館
で
借
り
ら

れ
る
ほ
か
、
「
情
報
キ
ャ
ッ
チ
!
!
　
好

き
で
す
。
あ
だ
ち
」
の
中
で
も
放
送

し
ま
す
。

昨
年
度
は
次
の
と
お
り
皆
さ
ん
の

生
活
に
関
係
深
い
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
「
転
ば
ぬ
先
の
転
倒
予
防
体
操
」

▽
「
知
っ
得
　
防
犯
・
防
災
」

▽
「
就
職
・
自
分
さ
が
し
」

▽
「
安
心
と
明
る
い
未
来
を
育
む
予

算
」

▲ 番組撮影の様子。収録は順調です

こ
れ
を
見
れ
ば
あ
な
た
も
区
政
通

ル
ッ
ク
i
n

あ
だ
ち

ぼ く の 名 前 が 決 ま っ た よ
たくさん応募してくれて

ありがとう。
名前は「足立ひかる」だ
よ。「ひかっち」って呼ん
でね。これからはイベント
会場などに遊びに行くから
みんなよろしく!

▲ 左 から正田純子さん、大貫清人さん、小川久
美子さん、杉山佳代さん、司会の林賢一さん

▲ 名付け親の高山祐佳さん、美紀さん姉妹( 千住柳

町在住) が番組に遊びに来てくれました
▲ 大好評の「タイムカプセルあだち」。
昔ながらの映像をお楽しみください

今
年
度
か
ら
、
区
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
広
報
番
組
の
一

部
を
動
画
で
配
信
す
る
予
定
で

す
。映像広報に関する

お問い合わせは

広報係
3880 ―5815

足
立
区
を
も
っ
と
知
っ
て
欲
し
い

足
立
区
P
R
ビ
デ
オ
が
完
成
し
ま
し
た

足
立
区
の
良
さ
を
区
内
だ
け
で
は
な
く
、
区
外
の
人
に
も
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、区
の
P
R
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
は
全
部
で
3
作
品
。

見
て
た
め
に
な
る
も
の
、
心
が
落
ち
着
く
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
角

度
か
ら
足
立
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

そ
の
1

家にいながら足立の名所を巡ります

Wel come　t o　 足 立

足
立
区
の
こ
と
を
日
々
研
究
し
て

い
る
架
空
の
機
関
「
足
立
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
」。
C
G
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
)
で
作
ら
れ
た
所

長
と
研
究
員
が
、
区
の
魅
力
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

区
を
6
つ
の
エ
リ
ア
に
区
切
り
、
C
G

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
名
所
に
現
れ
て
、
そ
の
楽
し
さ
を

紹
介
し
た
り
、
足
立
の
歴
史
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
足
立
区
に
は
様

々
な
顔
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

そ
の
2

く わしく知ろう、足立のこと

未来はみんなの手の中
～これからの足立区～

拓
也
と
彩
は
中
学
生
。
学
校
の
総

合
学
習
で
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
「
自
分

た
ち
の
住
む
足
立
区
」
に
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
二
人
。

い
つ
も
人
ま
か
せ
で
、
自
分
で
考

え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
拓
也
が
、
総

合
学
習
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
区
の

発
展
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
…
。

物
語
に
は
区
の
抱
え
て
い
る
課
題

や
問
題
、
そ
し
て
将
来
に
向
け
た
展

望
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
見
れ
ば
明
日
の
足
立
が
見

え
て
き
ま
す
。

そ
の
3

心に刻む、足立の情景

心の故郷へ　～我が町足立～

だ
れ
に
で
も
、
心
の
琴
線
に
触
れ

る
風
景
が
あ
る
も
の
。
そ
れ
が
久
し

ぶ
り
に
見
る
故
郷
だ
っ
た
ら
…
。

物
語
は
少
年
期
を
足
立
区
で
過
ご

し
た
5
0代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
久

々
に
区
内
へ
足
を
運
ん
だ
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
懐
か
し
く
も
味
わ

い
深
い
「
下
町
・
足
立
」
の
風
景
と
、

開
発
が
進
み
近
代
化
さ
れ
た「
都
市
・

足
立
」
の
両
面
を
効
果
的
な
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

PR ビデオは区内各図書館で貸し
出しています。 また以下の日程で
MX テレビ( 14CH) で放送します。

ふるさと足立で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
5 月11 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込 … 申し込み方法
◆ 期限… 申し込み期限
◆ 場・申・問 先… 場所・
申し込み先・問い合わせ先

◆ 費用の記載のないものは無料
◆ ( HP)… ホームページアドレス
◆ □ … E メールアドレス

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

子
育
て
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
ん

で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育
園

に
通
っ
て
い
な
い
家
庭
か
ら
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。
相
談
日
=
毎
週

月
曜
～
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
(
祝
日
は
除
く
)

内
容
=
経
験

豊
か
な
公
・
私
立
保
育
園
職
員
に
よ

る
育
児
相
談
(
秘
密
厳
守
)

実
施
保

育
園
=
公
立
・
私
立
保
育
園
全
園

相
談
方
法
=
電
話
ま
た
は
面
接

問

先
=
保
育
課
保
育
指
導

都
認
証
保
育
所
A
型
の
開
設
を
希

望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
都
認
証
保
育
所
の
設
置

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
A
型
(

駅
前
基
本
型
)
の
認
証
保
育
所
を
1
0

月
か
ら
1
2月
ま
で
に
開
設
で
き
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
=
5

月
現
在
、
保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど

の
児
童
施
設
の
運
営
実
績
が
あ
る
事

業
者

※
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方
式
に

よ
る
開
設
は
不
可

期
限
=
6
月
3
0

日

※
整
備
対
象
地
域
、
提
出
書
類

な
ど
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問
先
=
保
育
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

8
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
」

「
出
掛
け
る
用
事
が
あ
る
け
れ
ど
、

子
ど
も
は
連
れ
て
い
け
な
い
」
「
産
後

の
体
調
が
悪
く
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
世

話
が
つ
ら
い
」
な
ど
、
家
庭
で
育
児

を
し
て
い
る
人
が
、
手
助
け
を
必
要

と
す
る
と
き
に
、
区
が
認
定
し
た
子

育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問

し
、
一
時
保
育
な
ど
を
行
い
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
、
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。
利
用
日
時
=
毎
日
(
年
末

年
始
を
除
く
)
、
午
前
6
時
～
午
後
1
0

時
対
象
=
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
家
庭
内
容
=
一
時
保
育
/

病
後
時
保
育
(
医
師
の
証
明
が
必
要
)

/
産
前
(
6
週
間
前
)
・
産
後
(
1
ヵ

月
間
)
支
援
利
用
料
金
=
▽
基
本

料
金
…
1
時
間
5
0
0
円
(
月
曜
～
金
曜

日
、
午
前
8
時
～
午
後
6
時
)
▽
基

本
外
料
金
…
1
時
間
8
0
0円(
月
曜
～

金
曜
日
、
午
前
6
時
～
8
時
、
午
後
6

時
～
1
0時
、
土
・
日
・
祝
日
)

▽

年
間
登
録
料
・
:
2
千
4
0
0円

事
業
受

託
者
=
N
P
O

法
人
(
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

※
利

用
登
録
は
2
0日
か
ら
事
業
受
託
者
で

受
け
付
け
ま
す

問
先
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

生
活
習
慣
病
予
防
(
消
化

器
)
健
診

4
5・
5
5・
6
5・
7
0歳
に
な
る
方
に
、

お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
年
4
回
に
わ

け
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
送
付
日
=
5

月
2
6日
ご
ろ

場
所
=
区
内
の
指

定
医
療
機
関

対
象
=
昭
和
9
・
1
4・
2
4

・
3
4年
の
6
月
か
ら
8
月
生
ま
れ

の
方

内
容
=
診
察
、
血
液
、
尿
な

ど
に
よ
る
生
活
習
慣
病
・
心
臓
・
肝

機
能
・
じ
ん
機
能
な
ど
の
検
査
お
よ

び
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
に
よ
る
胃
健
診

申
込
=

同
封
の
申
込
(
ガ
キ
に
切
手
を
貼
っ

て
郵
送

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
―
1
7

―
1
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

歯
周
病
健
診

期
間
=
通
年
場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関
対
象
=
4
0
歳
～
6
0

歳
の
区
民

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先
着
順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、「
歯
周
病
健

診
希
望
」
を
明
記

※
対
象
者
に
は

後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付
。
た

だ
し
健
診
は
1
年
度
に
1
回
の
み

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
―
1
7―
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

区
食
品
衛
生
監
視
指
導
計

画
を
作
成
し
ま
し
た

区
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
を
も
と
に
、
1
6年
度
区
食
品

衛
生
監
視
指
導
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
、
食
品
の
安
全
性
の
確
保
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
は
足
立
保
健
所
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。
問
先
=
食

品
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
等
=
表
1

内
容
=
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
て
、
健
康
づ
く
り

を
学
習
/
健
康
に
つ
い
て
体
験
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表1　5 月・6 月上旬の住区健康フェスティバル

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
2
対
象
=
区
内
在
住

の
1
8
歳
～
3
9
歳
の
女
性
内
容
=
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
健
康
チ
ェ

ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
歯

周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度
測

定
な
ど
)
/
健
康
教
室
(
保
健
、
栄

養
、歯
科
に
つ
い
て
の
学
習
)

定
員
=

各
セ
ン
タ
ー
4
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

表2　 女性のための健康づくり日程等( 2 日制)

該当する方は申請を
児童育成手当・児童扶養手当

ひとり親家庭などの方に支給されます。状況により申請に必要な書類

が異なります。くわしくはお問い合わせください。 内容等= 表3 申・
問先= 家庭支援係 電話=3880- 5883

表3　 児童育成手当・児童扶養手当一覧

※各手当それぞれに所得制限があります。児童扶養手当では、母親および
児童がその監護する児童の父から、その児童について扶養するための費
用( 養育費) として受け取る金品などについて、その80%を所得としま
す
※児童が児童福祉施設などに入所している場合は対象になりません

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

元
気
生
活
の
リ
ズ
ム

を
身
に
つ
け
よ
う

「
健
康
あ
だ
ち
2
1
」
の
健
康
づ
く
り

運
動
で
は
、学
童
・
生
徒
の
た
め
の
健

康
づ
く
り
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。そ

の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
毎
朝

顔
を
洗
お
う
」「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ

う
」「
悩
み
を
話
せ
る
友
達
を
作
ろ

う
」
な
ど
、
1
0項
目
の
生
活
ス
タ
イ
ル

を
提
案
し
て
い
ま
す
。

区
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行

っ
た
元
気
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、「
朝
起
き
て
毎
日
顔
を
洗
っ
て
い

る
子
」は
小
学
生
で
6
5
%で
す
が
、中

学
生
は
8
7
%
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

逆
に
「
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
る
子
」

は
小
学
生
で
8
6
%
、
中
学
生
で
6
9
%

と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
し
て
「
歯

を
毎
日
て
い
ね
い
に
み
が
い
て
い
る

子
」は
、小
学
生
高
学
年
で
は
3
1
%
、

中
学
生
で
は
3
8
%
と
、
い
ず
れ
も
半

数
に
満
た
な
い
結
果
で
し
た
。

ま
た
、「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間

を
決
め
て
い
る
子
」
は
、
小
学
生
低

学
年
で
は
5
2
%
、中
学
生
は
2
4
%と
、

学
年
が
上
が
る
と
時
間
を
決
め
ら
れ

な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

友
達
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
低
学

年
の
5
5
%は
、
4
人
以
上
の
友
達
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
困
っ
た
時
や
悩
ん
だ
時
に
何
で

も
話
せ
る
友
人
は
、
中
学
生
で
は
4

人
以
上
が
4
3
%
、
3
人
が
1
7
%で
、

「
い
な
い
」
は
1
6
%と
い
う
結
果
で

し
た
。

こ
の
調
査
を
ふ
ま
え
、
学
校
、
地

域
と
共
に
、
元
気
印
「
あ
だ
ち
っ
子

は
み
ん
な
笑
顔
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

《
健
康
づ
く
り
係
》
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ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

日
時
・
場
所
=
相
談
に
よ
り
決
定

対
象
=
町
会
・
自
治
会
・
P
T
A

・

自
主
グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容
=
食
生

活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
(
栄
養
改
善
推
進

員
)
が
出
張
し
て
行
う
調
理
を
伴
な

う
学
習
会
(
表
4
)

費
用
=
材
料
費

な
ど
は
実
費
負
担

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
栄
養
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

表4　 ふれあいクッキング

き
れ
い
に
健
康
的
に
や
せ
よ
う
!

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
(
2
日
制
)

日
時
=
6
月
2
日
㈲
・
9
日
伽
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
対
象
=

肥
満
気
味
の
方
/
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方

内
容
=
太

り
に
く
く
す
る
食
事
の
と
り
方
/
自

分
の
食
事
チ
ェ
ッ
ク
/
体
脂
肪
を
減

ら
す
運
動

定
員
=
2
5
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

C
O
P
D
(
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
)
の
治
療
と
呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
講
座
の
募
集
(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
5

対
象
=
肺
気
腫
や

慢
性
気
管
支
炎
の
方
/
加
齢
と
共
に

た
ん
が
多
く
出
る
、
息
切
れ
を
す
る

な
ど
の
症
状
が
あ
る
方
/
長
年
喫
煙

し
て
い
た
方

定
員
=
6
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支

援
室
　
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2

表5　COPD( 慢性閉塞性肺疾患) 日程等 足
立
区
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
(
2
級
・
通
学
1
3
0時
間
)

日
程
=
▽
講
義
…
6
月
2
8
日
～
7
月

3
1
日
の
う
ち
1
9
日
間
▽
実
習
…
8

月
2
日
～
9
月
1
7
日
の
う
ち
5
日
間

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
対

象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

区
内
在
住
/
訪
問
介
護
員
と
し
て
働

く
意
志
の
あ
る
方
ま
た
は
す
で
に
訪

問
介
護
員
と
し
て
働
い
て
い
る
方
/

全
日
程
出
席
で
き
る
方

定
員
=
4
0

人
(
作
文
選
考
)

費
用
=
3
万
円

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
用
紙
は
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
お

よ
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

で
配
布

期
限
=
5
月
2
1日
必
着

場
・
申
先
=
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
関
原

〒
1
2
3・0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

え
せ
同
和
行
為
に
ご
注
意
を

「
え
せ
同
和
行
為
」と
は
、同
和
問

題
を
口
実
に
し
て
無
理
に
高
額
な
図

書
を
買
わ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
寄
付

金
・
賛
助
金
な
ど
を
強
要
す
る
な
ど
、

不
当
・
不
法
な
要
求
や
行
為
で
す
。

こ
れ
は
、「
同
和
問
題
は
怖
い
問
題
で

あ
り
、
で
き
れ
ば
避
け
た
い
」
と
い

う
誤
っ
た
意
識
に
乗
じ
る
も
の
で

す
。最

近
、
実
在
す
る
団
体
の
名
前
を

語
り
、
区
内
の
企
業
や
施
設
に
高
額

の
図
書
の
売
り
込
み
を
す
る
事
件
が

起
こ
り
ま
し
た
。

名
前
を
語
ら
れ
た
団
体
は
、
一
方

的
に
高
額
な
図
書
な
ど
の
購
入
を
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
区
で

は
関
係
資
料
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
っ

た
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
「
怖
い
」
と
い
う
意
識
を
捨
て
、

き
然
と
し
た
態
度
で
対
応
す
る

▽
不
要
な
物
は
「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
と
断
る
(
「
結
構
で

す
」
な
ど
の
あ
い
ま
い
な
返
事
は

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
)

▽
一
方
的
に
品
物
が
送
り
つ
け
ら
れ

た
場
合
は
、
開
封
し
な
い
で
「
受

取
拒
否
」
と
書
き
、
配
達
業
者
に

持
ち
帰
っ
て
も
ら
う

え
せ
同
和
行
為
を
受
け
入
れ
る
こ

と
は
、
同
和
問
題
へ
の
誤
っ
た
認
識

や
差
別
意
識
を
助
長
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

不
当
な
要
求
を
受
け
た
と
き
は
、

要
求
を
断
固
拒
否
し
、
す
ぐ
に
東
京

法
務
局
や
区
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
え
せ
同
和
行
為
を
受
け
た

場
合
は
、区
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

関
係
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

相
談
機
関
=
都
・
総
務
局
人
権
部

(
5
3
8
8
)
2
5
9
5

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部

(
5
2
1
3
)
1
3
7
0

問
先
=
区
・
人
権
・
同
和
係

(
3
8
8
0
)
5
4
9
7

《
人
権
・
同
和
係
》

介
護
保
険
の
ご
案
内

6
5歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

軽
減
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

低
所
得
の
方
の
介
護
保
険
料
の
軽

減
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
年
度
単

位
の
た
め
、
該
当
す
る
方
は
毎
年
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
6
5
歳

以
上
で
、
1
6年
度
本
算
定
の
介
護
保

険
料
が
次
に
該
当
す
る
方
(
見
込
み

可
)

▽
介
護
保
険
料
第
1
段
階
で
、

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
(
第
1
段
階
B
階

層
)

▽
介
護
保
険
料
第
2
段
階
で
、

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
住
民

税
非
課
税
世
帯
/
住
民
税
課
税
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
な
い
/
介
護
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
な
い
/
世
帯
の
年
間

収
入
額
合
計
が
カ
ッ
コ
内
の
金
額
以

下
で
あ
る
(
単
身
の
場
合
、
第
2
段

階
B
階
層
は
1
5
0万円
、
同
C
階
層
は
8
0

万
円
、
い
ず
れ
も
1
人
増
え
る
ご

と
に
5
0万
円
を
加
算
)
/
世
帯
の
預

貯
金
額
合
計
が
世
帯
の
年
間
収
入
基

準
額
の
2
分
の
1
以
下
で
あ
る

軽

減
後
の
保
険
料
=
▽
第
1
段
階
B
階

層
・
:第
1
段
階
保
険
料
の
半
額
(
月

額
8
0
0円)

▽
第
2
段
階
B
階
層
・
:

第
2
段
階
保
険
料
の
3
分
の
2
(
月

額
千
6
0
8円)

▽
第
2
段
階
C
階
層

…
同
3
分
の
1
(
月
額
8
0
0円)

期
限
=
8

月
3
1日

※
9
月
以
降
は
申
請

月
か
ら
該
当
。
申
請
に
必
要
な
も
の

や
地
区
ご
と
の
受
付
期
間
な
ど
く
わ

し
く
は
、
4
月
上
～
中
旬
に
郵
送
し

た
介
護
保
険
料
通
知
に
同
封
し
た

「
介
護
保
険
の
お
し
ら
せ
」
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
介
護

保
険
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
5

介
護
保
険
利
用
者
負
担
減

額
認
定
証
な
ど
を
更
新
し

ま
す

□
介
護
保
険
生
計
困
難
者
利
用
者
負

担
減
額
確
認
証

現
在
お
持
ち
の
確
認
証
の
有
効
期

限
は
6
月
3
0日
で
す
。
終
了
前
に
更

新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
こ
の
制
度
は
1
7年
3
月
3
1日
で

終
了
す
る
予
定
で
す
。

□
介
護
保
険
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
療
養
病
床
な
ど
で
の
食
費

負
担
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
減
額
さ

れ
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の

有
効
期
限
は
5
月
3
1日
で
す
。
5
月

下
旬
に
更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。

□
介
護
保
険
訪
問
介
護
利
用
者
負
担

減
額
認
定
証

現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期

限
は
6
月
3
0日
で
す
。
6
月
初
旬
に

更
新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。な
お
、

こ
の
制
度
は
1
7年
3
月
3
1日
で
終
了

す
る
予
定
で
す
。
※
1
5年
度
中
の

生
計
中
心
者
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
該
当
し
な
く
な
り

ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
の
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

日
程
等
=

表
6

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員
=
4
0

人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明

記

※
保
育
あ
り
(
6

ヵ
月
以
上
就

学
前
。定
員
1
5人
)
。希
望
者
は
子
ど

も
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
も
明

記

期
限
=
5

月
3
1日
必
着

場
・

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表6　「女性のためのスキルアップ講座」( 5日制)
～魅力的なりーダーであるために～

※ いずれも水曜日、午後7時～9時

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

深
め
よ
う

仕
事
を
持
つ
女
性
の
6
割
が
出
産

を
機
に
離
職
し
て
い
ま
す
。
国
が
行

っ
た
調
査
で
は
、
子
育
て
に
携
わ
る

時
間
は
、
女
性
が
1
日
あ
た
り
平
均
2

時
間
弱
で
あ
る
の
に
比
べ
、
男
性

は
そ
の
5
分
の
1
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
い
う
結
果
が
あ
り
ま
す
。
理
由

は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
子

育
て
は
女
性
が
す
べ
き
」
と
い
っ
た

考
え
方
が
ま
だ
社
会
の
中
に
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
な
風
潮
は
、
女

性
に
子
育
て
の
負
担
を
集
中
さ
せ
る

と
同
時
に
、
職
場
復
帰
や
社
会
参
加

を
妨
げ
る
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

仕
事
や
家
事
・
育
児
な
ど
の
責
任

を
ど
の
よ
う
に
分
か
ち
合
っ
て
い
く
か

は
、夫
婦
が
お
互
い
の
個
性
や
能
力
を

尊
重
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
こ
と
で

す
。
本
人
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
、

「
夫
は
仕
事
、妻
は
家
庭
」
と
役
割
を

決
め
つ
け
て
し
ま
う
考
え
方
は
改
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

性
別
に
関
わ
り
な
く
お
互
い
を
認

め
合
い
、
積
極
的
に
子
育
て
や
家
事

を
担
う
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
よ
り
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中
学
・
高
校
生

向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
り
ま
し
た

男

性

・
女

性

と

い
う

性

別

に

関

係

な

く

、

一
人

ひ

と

り

が

持

つ
能

力

を

発

揮

し

、
素

敵

に

生

き

て

い
く

こ

と

を

考

え

る
「
数

字

は

変

わ

る
?
　

『
見

た

目

』

と

『
思

い
込

み

』

で

、

人

を

く

く

ら

な

い
社

会

へ
!

」
(
監

修
=

フ

ェ
リ

ス

女

学

院

大

学

教

授

諸

橋

泰

樹

氏
)

と

、
出

会

い
系

サ

イ

ト

の

危

険

や
援

助

交

際

な

ど

の

問

題

を

扱

っ

た

「
中

学

・
高

校

生

の

皆

さ

ん

に

も

危

険

が

い

っ
ぱ

い
!

」
(
監

修
=

フ
リ

ー

ラ

イ

タ

ー

い

の

う

え

せ

つ

こ

氏
)

と

い
う
2

つ

の

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

を

作

成

し

ま

し

た

。

中

学

・
高

校

生

は
も

ち

ろ

ん

、
教

師

や
P
T
A

の
研

修

、
地

域

の
学

習

会

な

ど

に

も

活

用

し

て

く

だ

さ

い

。

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

は

無

料

で

配

布

し

て

い
ま

す

。
ま

た

区

・
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

も

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
a
d
d
i
r
2
4
/
p
u
r
a
z
a
h
p
/

t
o
p
n
e
w
.
h
t
m

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
ヘ
の
問
い

合
わ
せ
は

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2
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分
か
ち
合
お
う
子
育
て
の
喜
び
・
悩
み

～
生み
育
て
る
こ
と
の
喜
び
や
悩
み
を

共
に
分
か
ち
あ
い
支
え
合
え
る
あ
だ
ち
～

い
つ
の
時
代
も
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
の
尊
さ
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
区
は
、「
親
や
家
庭
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責
任
を
有

す
る
」
と
い
う
基
本
原
則
の
も
と
。
だ
れ
も
が
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
の
大
切
さ
と
喜
び
を
理
解
し
、
分
か
ち
合
い
、
子
ど
も
の
す
こ
や

か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
け
る
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
策
の
目
標

あ
だ
ち
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
(

素
案
)

が
で
き
ま
し
た

1
5年
7
月
、「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
」
が
国
会
で
成
立
し
ま
し

た
。こ

の
法
律
で
は
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
全
自
治

体
と
従
業
員
3
0
0人
以
上
の
企
業
に
対

し
、
ま
ず
、
1
7年
度
か
ら
5
年
間
の

「
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。
足
立
区
は
全
国
5
3先
行
策
定

市
区
町
村
に
指
定
さ
れ
、
昨
年
度
か

ら
「
足
立
区
地
域
保
健
福
祉
推
進
協

議
会
」に
「
子
育
て
支
援
専
門
部
会
」

を
設
置
し
、
計
画
づ
く
り
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
計
画
を
作
る
に
あ
た

っ
て
は
、
子
育
て
家
庭
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
お
よ
び
、
小
・
中
学
生
、

高
校
生
へ
の
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
や
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
、
そ
れ
に
次
世
代
を
育
成
す

る
と
い
う
視
点
の
も
と
、
行
動
計
画

(素
案
)
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
秋
ま
で
に
計
画
を
完

成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援
策
1
0の
目
標

「
生
み
育
て
る
こ
と
の
喜
び
や
悩

み
を
共
に
分
か
ち
あ
い
支
え
合
え

る
あ
だ
ち
」
と
い
う
基
本
理
念
を
実

現
す
る
た
め
、
区
は
次
の
1
0の
目
標

を
立
て
、
様
々
な
面
か
ら
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
事

業
の
中
か
ら
、
抜
粋
し
た
も
の
を
表
1

に
示
し
ま
す
。

1
、出
産
や
育
児
の
不
安
に
つ

い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
機

会
を
充
実
し
ま
す

▽
ど
ん
な
子
育
て
相
談
に
も
応
じ
ま

す
(
表
1
・
①
)

▽
子
育
て
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す

2
、
母
親
と
子
ど
も
の
健
康
な

発
育
を
応
援
し
ま
す

▽
安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
よ
う
に

応
援
し
ま
す

▽
健
康
や
育
児
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
(
表
1
・
②
)

▽
健
や
か
な
発
育
の
た
め
の
健
診
を

行
い
ま
す

▽
子
ど
も
の
け
が
や
病
気
に
対
応
し

ま
す

▽
思
春
期
の
問
題
に
対
応
し
ま
す

3
、仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
子

育
て
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま

す▽
の
び
の
び
子
育
て
で
き
る
場
を
堤

供
し
ま
す
(
表
1
・
③
)

▽
子
育
て
を
応
援
す
る
仲
間
を
増
や

し
ま
す

▽
子
育
て
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

4
、
必
要
な
と
き
に
い
つ
で
も

利
用
で
き
る
子
育
て
サ

ー
ビ

ス
を
充
実
し
ま
す

▽
家
庭
で
一
時
保
育
し
ま
す
(
表
1
・

④
)

▽
保
育
施
設
で
一
時
保
育
し
ま
す

▽
子
育
て
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

ま
す

5
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ

た
い
人
へ
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
ま
す

▽
保
育
体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
(

表
1
・
⑤
)

▽
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

▽
保
育
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供

し
ま
す

▽
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
進
め
ま
す
(
表
1
・
⑥
)

▽
多
様
な
働
き
方
を
支
援
し
ま
す

6
、
障
害
児
の
健
や
か
な
成
長

を
支
援
し
ま
す

▽
み
ん
な
一
緒
に
育
ち
合
い
ま
し
ょ

う
(
表
1
・
⑦
)

▽
成
長
・
発
育
を
支
援
し
ま
す

7
、
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守

り
、
養
育
困
難
家
庭
の
自
立
を

支
援
し
ま
す

▽
育
児
不
安
を
解
消
し
虐
待
を
予
防

し
ま
す

▽
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中

核
と
な
り
、
児
童
虐
待
に
対
応
し

ま
す
(
表
1
・
⑧
)

8
、ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を

応
援
し
ま
す

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
に
応
じ
ま

す
▽
生
活
を
支
援
し
ま
す

▽
就
労
を
支
援
し
ま
す

9
、子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る

よ
う
地
域
と
と
も
に
教
育
環
境
の

向
上
を
め
ざ
し
ま
す

▽
地
域
で
子
ど
も
の
活
動
の
場
や
機

会
を
増
や
し
ま
す

▽
地
域
で
中
学
・
高
校
生
を
見
守
り

ま
す

▽
家
庭
を
基
盤
に
子
育
て
を
応
援
し

ま
す

▽
就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
質
を
高

め
ま
す

▽
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し

た
教
育
を
進
め
ま
す
(
表
1
・
⑨
)

1
0
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す

▽
安
心
し
て
子
育
て
の
で
き
る
住
宅

環
境
を
つ
く
り
ま
す

▽
子
ど
も
を
犯
罪
や
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
す

▽
子
ど
も
を
連
れ
て
外
出
し
や
す
い

環
境
を
つ
く
り
ま
す

表1　 子育て支援策10の目標からの事業( 抜粋)

子
育
て
特
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
育
て
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
6

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

パブリック・コメント

「あだち次世代育成支援行動計画」についての
意見をお寄せください。計画のくわしい内容は、
区役所、図書館、住区センター、保健総合セン
ターなどで閲覧できるほか(概要版は配付)、区・
ホームページやこども家庭支援センターのホー
ムページ「風の子」でもご覧になれます。 対象=
区内在住・在勤・在学、または区内に事務所
などを持つ法人・その他団体 申込= 郵便・フ
ァクス・Eメールに住所、氏名または名称( 法人・
団体などは代表者氏名)、年齢、意見を必ず明記
※ 意見については、氏名などの個人情報を除き、
公表することがあります 期限=6 月20日必着
申・問先=　 こども家庭支援センター 〒120- 0004

東綾瀬1- 5- 17　　　3606- 1333
( FAX) 3606―7444
□ kazenoko@ci t y. adachi . t okyo. j p
子育て推進係　〒120- 8510 中央本町1- 17- 1　　　

3880- 5266
( FAX) 3880- 5614

□ kosodat e@ci t y. adachi . t okyo. j p

調
査
結
果
か
ら
見
る

足
立
の
子
育
て
事
情

区
が
行
っ
た
「
子
育
て
に
関
す
る

実
態
調
査
」
(
1
3年
実
施
)
と
、「
あ

だ
ち
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策

定
に
係
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
(
1
5

年
実
施
)
か
ら
、
子
育
て
家
庭
を
取

り
巻
く
区
内
の
現
状
を
整
理
し
て
み

ま
す
。
※
集
計
作
業
の
な
か
で
、
合

計
が
1
0
0
%
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す

<子育て家庭の状況>

表2　 保護者の就労状況

保護者の就労状況については、専業主婦家庭が3 分の2 弱、
共働き家庭が3 分の1 強を占めています( 表2) 。また、別の質
問からは、父母ともにフルタイムで就労している共働き家庭は
全体の1 割強だということがわかりました。

表3　 児童育成手当支給の推移( 各年度末現在)

ひとり親家庭を対象とした児童育成手当の支給世帯数の推
移を分析すると、近年の離婚率の上昇に伴い、一人親家庭世
帯が10年間でほぼ倍増しています( 表3) 。

図1　 子どもの人数・家族全体の人数

<子どもの人数> <家族全体の人数>

子どもの人数は
1～2人が8割、
家族の人数は4 人
以下が約7 割を占
め て い ま す( 図1)
。
核家族化が進行

してい るよう で
す。

図2　 区内在住年数

区内在住 年数は、6年未満の
家庭が6 割近くをを占めており
(図2) 、平均在住年数は7. 8年で
した。
子育て世代人口が区内へ多く
流入していると考えられていま
す。

<就学前児童の状況>

図3　 就学前児童の状況

区の就学前児童のうち、3
歳未満の場合、在宅保育
児が約8 割と大部分を占
め、保育園児は2 割強です
( 図3) 。

<子育て家庭の意識・意向>

図4　 これから充実させてほしい事業

生活様式や価値観の多様化に伴い、求められている子育て支
援サービ スも多岐に渡っています( 図4) 。
また、別の質問では、子どもが生まれてから「子育ては予想したよ

り大変である」と感じている母親が過半数を超えてました。

<家庭教育の現状>

図5　 あなたはしつけには自信がありますか( ○ は1 つ)

子どものしつけに「自信がない」が、「自信がある」を上回りました( 図5) 。
別の質問からは、基本的生活習慣やあいさつなどを子どもに身に付けさせるのに苦労し

ているという意見も見られました。

注意してください
区の職員を装った者が一人暮らしの高
齢者宅を訪ね、金銭をだまし取る事件が
起きています。
区職員や、国民健康保険料・介護保険
料徴収嘱託員が訪問する場合、写真が張
ってある身分証明証を携帯しています。

< 注意事項>
1. 必ず身分証明証を確認してください
2. 不審に思ったら、区役所か最寄りの
警察署へ連絡をしてください

問先= こくほ年金課/ 介護保険課/ 福祉
管理課　　　　　　　　　3880- 5111 ㈹
千住 警察署　　　　　3879- 0110
西新 井警察 署　　　　3852- 0110
綾瀬 警察署　　　　　3620- 0110
竹 の塚警察 署　　　　3850- 0110

足立の花火大会協賛金募集
7 月29 日 に行われる足立の花火大会の協賛金を募集し

ます。

□ 個人協賛金

大会プログラムに氏名を掲載し ます( 口数に関わらず掲

載サイズは同じ) 。また、観光協会会員席券を配布します

( 1 口2 枚) 。 金額=1 口5, 000 円 ※ 何 口で も可 申込=

窓口持参　 郵便振替… 所定の郵便振替用紙を郵送し

ます ※ 振替手数料は協会負担　 現金書留… 現金書留用

封筒の表に「花火大会協賛金」と朱書きし観光協会へ送付

銀行振込… 観光協会名義の口座に振り込み( 振込手数料

は振込者負担) 期限=6 月25 日

□ 企業協賛金

協賛していただける企業へ説明に伺い ます。くわしくは

お問い合 わせください。

――いずれも――
申・問先= 区観光協会( 経済観光課内)　　　3880 ―5853

春
の
行
政
相
談
週
間

暮
ら
し
の
中
で
の
、
国
な
ど
の
仕

事
に
対
す
る
意
見
や
苦
情
、
要
望
に

つ
い
て
、「
行
政
相
談
委
員
」
(表
4
)

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

委
員
は
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

と
し
て

、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

て
お
り

、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
適

切
な
処
置
や
助
言
を
行
い
ま
す

。

期
間
=
5

月
1
7
日
～
2
3
日

内
容
=

国
の
行
政
全
般
(

年
金

、
道
路

、
河

川

、
郵
便
、
登
記

、
福
祉
な
ど
)

に

関
す
る
意
見
や
苦
情

、
要
望
に
つ
い

て

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=

▽
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
「
行
政
苦
情
1
1
0番
(

東
京
行
政
評

価
事
務
所
)

0
5
7
0
(
0
9
0
)
1
1
0

(
F
A
X
)
(
5
3
3
1
)
1
7
6
1

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.

g
o
.
j
p
/

▽
東
京
総
合
行
政
相
談
所
(

西
武
百

貨
店
池
袋
店
7

階
、
休
業
日
を
除
く

毎
日
受
け
付
け
)

(
3
9
8
7
)
0
2
2
9

表4　 行政相談委員一覧
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは
5 月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例

◆ 申込 … 申し込み方法
◆ 期 限 … 申し込み期限
場・申・問先 … 場所・
申し込み先 ・問い合わせ先

◆ 費 用の記載のない ものは無料
◆ ( HP)… ホ ームぺージアドレス
◆ □ … E メ ールアドレ ス

自
主
管
理
広
場
遊
具
の
点
検

整
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

先
日
、
大
阪
府
高
槻
市
で
、
痛
ま

し
い
遊
具
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

区
で
は
定
期
的
な
公
園
遊
具
の
点
検

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
区
環
境

整
備
指
導
要
綱
に
基
づ
き
整
備
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
施
設
管
理
者

は
、
自
主
管
理
広
場
の
遊
具
の
点
検

整
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=

開
発
指
導
係(

3
8
8
0
)
5
2
7
2

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

新
学
年
に
な
り
、
身
体
の
不
調
な

ど
を
訴
え
て
学
校
に
行
く
の
を
嫌
が

る
、
新
し
い
学
級
に
な
じ
め
な
い
、

言
葉
が
遅
い
、気
に
な
る
癖
が
あ
る
、

集
団
行
動
が
で
き
な
い
な
ど
、
お
子

さ
ん
の
教
育
上
の
悩
み
は
専
門
の
相

談
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
面
接
相
談
(
予
約
制
)

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所
教
育
相
談
室

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

公
認
私
立
幼
稚
園
な
ど
に
通
う

園
児
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象

=
区
内
在
住
の
満
3
～
5
歳
児
(
1
0

年
4
月
2
日
～
1
3
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
園
児
。
ま
た
、
1
3年
4
月
2
日

以
降
生
ま
れ
の
園
児
は
満
3
歳
の
誕

生
月
か
ら
)
を
幼
稚
園
へ
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者

申
込
=
▽
区
内
の

幼
稚
園
に
在
籍
・
:各
幼
稚
園

▽
区

外
の
幼
稚
園
に
在
籍
…
学
務
課
ま
た

は
幼
稚
園
を
と
お
し
て
申
請

※
申

請
書
は
、
各
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
学

務
課
で
配
付

補
助
金
額
=
1
6
年
度

市
区
町
村
民
税
所
得
割
課
税
額
に
よ

り
算
出
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
学
務
課
助
成

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「区
・
都
民
税
」
「国
民
健
康
保
険

料
」
「介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。日
時
=

5
月
2
3
日
剛
、午
前
9
時
～
午
後
4

時

問
先
=

納
税
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
2
0歳
以
上
の
方
は
国

民
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
在

学
中
の
保
険
料
支
払
い
を
猶
予
す
る

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
5
月
中
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
対
象
=
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方
…
大
学
、
短
大
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
に
通
っ
て
い
る
/
前
年
の
本

人
所
得
が
6
8万
円
以
下

※
各
種
学

校
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
一
部

の
施
設

申
込
=
年
金
手
帳
(
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
)
、学
生
証
(
コ

ピ
ー
可
)
、印
鑑
を
持
参

申
先
=
こ

く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
を
退
職
し
て
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
、
厚
生
年
金
や
各

種
共
済
組
合
な
ど
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
7
5歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶
養

者
の
方
は
、「
退
職
者
医
療
制
度
」へ

の
切
り
替
え
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
(
老
人
保
健
の
医
療
証
を
お
持
ち

の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
)
。

な
お
、「
退
職
者
医
療
制
度
」
の
自

己
負
担
割
合
は
1
5年
4
月
か
ら
3
歳

以
上
7
0歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
3

割
に
統
一
さ
れ
ま
し
た
。
申
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区
民
事
務

所

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦

課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

5
月
3
1日
で
す

4
月
1
日
現
在
、
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
、

1
6
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

を
5
月
1
1
日
に
送
付
し
ま
す
。
早
め

に
お
近
く
の
銀
行
、
郵
便
局
お
よ
び

区
役
所
、
各
区
民
事
務
所
の
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
軽
自

動
車
税
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
8

非
課
税
限
度
額
が
変
わ
り

ま
し
た

4
月
1
日
か
ら
地
方
税
法
が
改
正

に
な
り
、
均
等
割
非
課
税
の
加
算
額

お
よ
び
所
得
割
非
課
税
の
加
算
額
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
(
表
1
)
。
1
6年

度
区
・
都
民
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
先
=
課
税
第
一
・
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

・
0

表1　 非課税限度額の加算額変更点

※ 各非課税限度額の計算式は、35万円× ( 控除対
象配偶者+ 扶養親族数+1) + 加算額

※ 合計所得が計算式以下の場合、非課税扱いに
なります

※ 本人のみの場合は加算額がありません

6
月
の
人
権
身
の
上
相
談
の

日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す

日
時
=
6
月
1
日
収

※
通
常
は
、

毎
月
第
2

火
曜
日

申
込
=
電
話

(予
約
制
)

申
・
問
先
=
広
聴
相
談

係
都
営
住
宅
(
地
元
割
り
当

て
)
・
区
営
住
宅
の
入
居

者
募
集
(
家
族
向
け
)

募
集
お
よ
び
申
込
用
紙
配
布
期
間
=
5

月
2
0日
～
2
7日
(
土
・
日
曜
日
を

除
く
)

申
込
用
紙
配
布
場
所
=
住

宅
管
理
係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定

枚
数
に
達
し
次
第
配
布
終
了
)

※

募
集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、「
申
込

用
紙
(
申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く

だ
さ
い

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

郵
便
等
投
票
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

郵
便
等
投
票
と
は
、
郵
便
な
ど
を

利
用
し
て
自
宅
で
投
票
が
で
き
る
制

度
で
す
。
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
(
表
2
)

、代
理
記
載
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

□
代
理
記
載
制
度

障
害
な
ど
の
た
め
、
自
分
で
字
が

書
け
な
く
て
も
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
に
届
け
出
た
者
　

(
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
限
る
)
に

代
理
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
=
表

2
に
該
当
し
、
か
つ
、
上
肢
ま
た
は

視
覚
の
障
害
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
…
身
体
障
害
者
手

帳
1
級
/
戦
傷
病
者
手
帳
の
範
囲
が

特
別
項
症
～
第
2
項
症

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
本
人
ま
た
は
代
理
の
方
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
介
護
保
険
被
保

険
者
証
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
選
挙
管

理
委
員
会
に
持
参
。
手
帳
の
内
容
を

確
認
後
、申
請
書
を
提
出

※
後
日
、

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
発
行
し
ま

す
。申
請
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、

証
明
書
発
行
ま
で
1
ヵ
月
以
上
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
選

挙
管
理
委
員
会(

3
8
8
0
)
5
5
8
1

表2　 郵便等投票制度対象者

※ 印 … 新 た に 追 加 さ れ た 対 象

住
居
表
示
板
の

実
態
調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
の
区
域
(
関
原

一
～
三
丁
目
)
で
、
街
区
表
示
板
と

家
屋
の
玄
関
な
ど
に
取
り
付
け
て
あ

る
町
名
・
住
居
番
号
表
示
板
(
緑
色

の
ア
ル
ミ
板
)
の
、
破
損
・
紛
失
な

ど
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
は
、
7
月
下
旬
ま
で
の
予

定
で
、
区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業

者
が
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
問
先
=
戸
籍
住
民
課
住

居
表
示

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
文
書
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

開
か
れ
た
区
政
の
実
現
に
向
け
、

「
足
立
区
政
透
明
化
計
画
」
に
基
づ

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
文
書
を

公
開
し
ま
す
。
開
始
日
程
=
5

月
1
0

日
㈲
予
定

内
容
=
4
月
以
降
に

作
成
さ
れ
た
文
書
(
文
書
年
度
、
文

書
番
号
、
文
書
件
名
、
文
書
概
要
、

作
成
部
課
、
起
案
日
、
決
定
日
、
保

存
期
間
、
廃
棄
予
定
日
の
9
項
目
)

の
公
開

※
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
文
書
年
度
、
作

成
部
課
、
文
書
件
名
・
概
要
の
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
検
索
で
き
ま
す

問
先
=

文
書
係

※
提
供
文
書
の
内
容
に

つ
い
て
は
各
部
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

ま
ち
の
緑
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

接
道
部
緑
化
工
事
助
成
制
度

景
観
、
防
災
、
環
境
に
配
慮
し
た

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
道

路
に
接
す
る
場
所
の
緑
化
工
事
を
行

う
方
に
、
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
必

ず
工
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
助
成
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
対
象
等
=
表
3

問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
係

表3　 接道部緑化工事助成制度対象等

※交付限度額は工事の実費相当額とし、工事内容
に応じて助成金額の限度を定めています

空
き
地
を
所
有
し
て
い
る
方
へ

草
刈
り
を
行

っ
て
い
ま
す

。
対

象
=

区
内
に
空
き
地
を
所
有
し

、
自

分
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
方

費
用
=

▽
刈
っ
た
草
を
搬
出
し
て
処
理
す

る
場
合
…
1

㎡
単
価
=
5
2
・
5
円

▽
刈
っ
た
草
を
そ
の
場
で
粉
砕
す
る

場
合
…
1

㎡
単
価
=
4
2
円

※
い
ず

れ
も
消
費
税
込
み

。
総
費
用
が
端
数

の
場
合
、
1

円
未
満
は
切
り
捨
て

問
先
=

公
園
管
理
課
施
設
係

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

計
量
器
(は
か
り
)の
定
期
検
査
に

関
す
る
事
前
調
査
を
行
い
ま
す

商
店
で
の
取
り
引
き
や
学
校
・
病

院
な
ど
で
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器

(は
か
り
)
は
、
2
年
に
一
度
の
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
計
量
法
で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
計
量
器
事
前
調

査
台
帳
を
作
成
す
る
た
め
に
(
ガ
キ

を
送
付
し
て
事
前
調
査
を
行
い
ま

す
。
対
象
=
取
り
引
き
や
証
明
で
、

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
事
業
者

期
限
=
6
月
4
日

問
先
=
消
費
者

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

納め忘れの無いよう
口座振り替えを利用しましょう
「区・都民税」「国民健康保険料」「介護
保険料」の支払いは、便利で安心な口座振
り替えを利用してください。区内の金融機
関・郵便局に申込用紙があります。通帳と
通帳印を持参し 、申し込んでください。 問
先= 納税課収納管理係　　　3880 ―5238
こくほ年金課収納管理係　　3880 ―5242
介護保険課収納管理係　　　3880 ―5744
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区
の
中
小
企
業
向
け

あ
っ
せ
ん
融
資

□
小
規
模
特
別
資
金

仕
入
資
金
、
営
業
車
の
購
入
、
店

舗
の
改
修
資
金
な
ど
幅
広
く
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
既
に
1
年
以
上
返

済
し
て
い
る
区
の
あ
っ
せ
ん
融
資
を

借
り
換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
象
=
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
2
0人
(
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
5

人
)
以
下
の
小
規
模
企
業

融
資
限

度
額
=
1

千
万
円

返
済
期
間
=
7

年
以
内
(
据
置
期
間
1
年
以
内
を
含

む
)

年
利
率
=
2
.
2
%
(利
子
補
給
後

の
自
己
負
担
利
率
0
.
5
%
)

□
そ
の
ほ
か
の
融
資

対
象
=

▽
開
業
資
金
(
限
度
額
1
千

万
円
・
利
息
の
自
己
負
担
無
し
)
…

新
規
に
開
業
す
る
、
ま
た
は
、
開
業

し
て
1
年
未
満
の
企
業

▽
特
定
設

備
資
金
(
限
度
額
3
千
万
円
・
自
己

負
担
利
率
0
.
5
%
)…
新
規
に
機
械
設

備
な
ど
を
導
入
す
る
企
業

□
信
用
保
証
料
の
補
助

区
の
あ
っ
せ
ん
融
資
は
、
東
京
信

用
保
証
協
会
の
保
証
承
諾
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
保
証
協
会
に
支

払
う
保
証
料
は
区
が
補
助
し
て
い
ま

す
(
限
度
額
1
0万
円
)
。

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
経
営
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
4

N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
せ
ん
か

区
内

で

社
会
貢

献
活

動

を
行

っ
て

い
る
N
P
O

活

動
団

体
を

紹
介

す

る

ペ
ー
ジ
に

掲
載

を
希

望
す

る
団

体
を

募
集

し
ま

す

。
く

わ
し
く

は

お
問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

対

象
=

区

内

で
活

動
す

る
N
P
O

活

動

団
体
(

法

人

、
任

意
問

わ

ず
)

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

団
体

申

込
=

電
話

ま
た

は

フ

ァ
ク

ス

問
先
=
N
P
O

活

動

支
援

セ

ン

タ
ー
　
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

(
F
A
X
)
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p
/
n
p
o
/

消
費
生
活
問
題
の

講
師
を
派
遣
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
(
2
0人

以
上
)

内
容
=

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル

ス
、
訪
問
販
売
、
悪
質
商
法
の
手
口

と
予
防
な
ど
の
消
費
生
活
問
題
で
、

セ
ン
タ
ー
が
認
め
る
も
の

申
込
=

開
催
日
時
(
原
則
平
日
、
午
前
1
0時

～
午
後
5
時
)
、場
所
、内
容
を
決
定

後
、
電
話

※
開
催
場
所
は
申
請
者

が
用
意
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

催
し
物
ガ
イ
ド
定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

5 月11 日

か ら 受 け 付 け

西
保
木
間
児
童
館
の
催
し

□
お
ば
け
や
し
き

日
時
=
5
月
2
0日
出
・
2
1日
吻
、
い

ず
れ
も
午
後
3
時
3
0分
～
5
時
3
0分

□
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
5
月
2
2日
倒
、
午
後
1
時
3
0

分

内
容
=
お
ば
け
ラ
ン
ド
と
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
作
ろ
う

※
障
害
の
あ

る
子
も
な
い
子
も
来
て
く
だ
さ
い

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は
保
護

者
同
伴

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

足
立
区
文
化
団
体
連
合
会
の
催
し

□
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
5
月
2
1
日
脚
、
午
後
0
時
2
5

分
～
1
時
場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

曲
名
=
世
界
の
う
た
/

六
段
/
虫
の
音
の
手
事

出
演
=
足

立
区
三
曲
協
会

□
文
団
連
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
5
月
2
3日
脚
、
午
後
o
時
3
0

分
開
演

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル

内
容
=
舞
台
部
門
お
よ
び
展
示

部
門
に
よ
る
実
演
・
体
験
ほ
か

参

加
団
体
=
日
本
舞
踊
、民
謡
、民
舞
、

三
曲
、大
正
琴
、
舞
踊
芸
能
、
盆
景
、

園
芸
、
江
戸
友
禅

□
美
遊
展

日
時
等
=
▽
前
期
(
生
け
花
、
手
芸
、

さ
つ
き
、
園
芸
)
…
5
月
2
3
日
～
2
8

日
▽
後
期
(
俳
句
、
盆
景
、
江
戸

友
禅
)
・
:
5
月
2
9
日
～
6
月
4
日
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
6

時

(最
終
日
は
午
後
5
時
)

場
所
=

区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

第
2
回
足
立
区
総
合
水
防
演
習

日
時
=
5
月
1
4
日
面
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
場
所
=
荒
川
河
川

敷
右
岸
千
住
新
橋
緑
地

内
容
=
積

土
の
う
・
連
結
水
の
う
工
法
な
ど
の

実
演
/
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
難

救
助
ほ
か

参
加
団
体
=
区
、千
住
・

足
立
・
西
新
井
消
防
署
、
消
防
団

問
先
=
災
害
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

足
立
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
参
加
者
募
集

紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

を
行
う
方
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
説
明
会
日
時
=
5
月
2
6日
㈲
、

午
前
1
0時

※
足
立
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
9
月
1
9日
㈲
に
開
催
予

定

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
西
保
木
間
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

区
民
参
加

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
出
演
者
募
集

9
月
の
劇
場
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
区
民
参
加
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
し
あ

わ
せ
な
モ
ミ
の
木
」
(
1
2
月
2
5
日
～
2
7

日
上
演
)
を
上
演
し
ま
す
。出
演
を

希
望
す
る
方
は
次
の
公
開
レ
ッ
ス
ン

に
1
回
以
上
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
は
、本
番
に
向
け

た
け
い
古
が
あ
り
ま
す
。日
時
=

6
月
5
日
倒
・
2
6
日
倒
、い
ず
れ
も

午
後
1
時
～
4
時
3
0
分
/
6
月
1
2
日

倒
・
1
9
日
倒
、い
ず
れ
も
午
後
6
時
～

9
時
3
0
分

場
所
=

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

対
象
=
小
学
4

年
生
以
上

の
区
民
(
経
験
不
問
)

指
導
=

原
田

一
樹
氏
(
演
出
家
)

申
込
=

申
込
書

を
持
参
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書

は
、シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

で
配
布
(
電

話
請
求
可
)

期
限
=
5

月
2
8
日
必

着

申
先
=

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

〒
1
2
0・
0
0
3
4

千
住
3

―
9
2千
住

ミ
ル
デ
ィ
ス
I
番
館
1
0
階

問
先
=

シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

(
5
2
4
4
)
1
0
1
0

文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

植
木
盆
栽
&
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
=
6
月
1
0日
困
、
午
前
8
時
1
0

分

集
合
場
所
=
区
役
所
正
面
入
口

対
象
=
区
内
在
住
の
方
と
区
民
交
流

協
会
会
員

内
容
=
鹿
沼
市
花
木
セ

ン
タ
ー
内
で
の
盆
栽
ま
た
は
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
教
室
/
か
ぬ
ま
和
牛
の
昼
食
/

鹿
沼
温
泉
で
入
浴
/
古
峯
園
庭
園

見
学

定
員
=
4
5人
(
抽
選
)

費
用
=

▽
区
民
交
流
協
会
会
員
・
:
5
千
5
0
0

円

▽
一
般
(
会
員
家
族
を
含
む
)

…
6
千
円

※
昼
食
代
含
む
。
当
選

者
に
は
後
日
、
振
込
用
紙
送
付

申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

緊
急
連
絡
先
、
会
員
・
一
般
の
別
、

体
験
内
容
(
盆
栽
コ
ー
ス
ま
た
は
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
お
よ
び
経
験

の
有
無
)
、「
植
木
盆
栽
&

ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ツ
ア
ー
」
を
明
記

※
(
ガ
キ

ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み
可
。
返

信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の
住
所
、

氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
5

月
2
8日
必
着

申
・
問
先
=
区
民
交

流
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
7
2
0

わ

ー

く
わ

く

通
信

履
歴
書
と
職
務
経
歴

書
の
違
い
は

最
近
は
、
専
門
職
、
事
務
・
営
業

系
職
種
を
中
心
と
し
て
、
採
用
選
考

の
と
き
に
、
事
前
に
履
歴
書
や
職
務

経
歴
書
の
提
出
を
求
め
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
企
業
が
求
め
る
「
ス
キ

ル
」
を
持
っ
て
い
る
人
材
か
、
即
戦

力
と
し
て
期
待
で
き
る
経
歴
で
あ
る

か
な
ど
、
求
め
る
人
材
を
絞
り
込
ん

だ
上
で
面
接
を
行
い
た
い
と
い
う
、

企
業
側
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
す
。

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
な
か
で
、
求
人

募
集
を
す
る
と
多
く
の
人
が
応
募
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書

で
、
事
前
に
書
類
選
考
を
す
る
こ
と

は
、
企
業
側
に
と
っ
て
、
大
変
効
率

的
な
わ
け
で
す
。

ま
た
、
履
歴
書
は
「
学
歴
、
勤
務

し
て
い
た
企
業
、
部
署
、
資
格
、
趣

味
、
特
技
」
が
わ
か
る
の
に
対
し
て
、

職
務
経
歴
書
で
は
、「
経
験
し
た
業
務

の
内
容
、
知
識
、
能
力
、
業
界
経
験
」

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
(
ハ
口

ー
ワ
ー
ク
足
立
)
で
は
、
履
歴
書
や

職
務
経
歴
書
な
ど
の
応
募
書
類
を
さ

ら
に
ひ
と
工
夫
し
て
、
書
類
選
考
を

通
過
し
、
面
接
に
つ
な
げ
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
場
所
=
区
役
所

受
付
時
間
=
平
日
午
前
9
時
～
午
後

4
時
3
0分
(
祝
日
を
除
く
)

問
先
=

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
(
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
足
立
)(

3
8
8
0
)
0
9
5
7

《
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係
》

掲

示
板

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
募
集

日
時
=
5
月
2
2
日
出
・
2
9
日
倒
・
6

月
5
日
出
、
午
後
1
時
～
4
時
対

象
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

内
容
=
車
い

す
の
操
作
、
食
事
介
助
ほ
か

場
・

申
・
問
先
=
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

足
立
新
生
苑(

3
8
8
3
)
7
9
4
6

□
荒
川
下
流
市
民
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

募
集

期
間
=
3

月
3
1日
ま
で

対
象
=
無

報
酬
で
活
動
で
き
る
満
2
0歳
以
上
の

方

内
容
=
荒
川
(
笹
目
橋
か
ら
河

口
の
区
域
)
を
訪
れ
て
、
気
付
い
た

情
報
や
意
見
を
連
絡

申
・
問
先
=

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
占
用
調
整
係

(
3
9
0
2
)
2
3
7
9

□
東
部
地
域
病
院
公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時
=
5
月
2
2
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=

飾
区
亀
有
地
区
セ

ン
タ
ー
(
リ
リ
オ
7

階
)

内
容
=

講

演

「
日
本
の
が
ん
の
現
状
と
そ
の
予

防
法
に
つ
い
て
」

定
員
=
1
3
0人
(
先

着
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

東
部
地
域
病
院
地
域
医
療
連

絡
室

(
5
6
8
2
)
5
1
1
1

㈹

□
水
元
養
護
学
校
公
開
講
座

日
時
=
6
月
1
9
日
倒
・
7
月
1
0
日
倒
・

8
月
2
8
日
倒
・
9
月
1
1
日
倒
・
1
0
月

1
6
日
倒
・
1
1
月
2
7
日
倒
、午
前
9
時

～
午
後
1

時

対
象
=
区
内
在
住
の

知
的
障
害
児
(

者
)

費
用
=

千
円

定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)

申
込
=

フ
ァ

ク
ス
に
住
所

、
受
講
者
・
保
護
者
氏

名

、電
話
番
号

、「
公
開
講
座
希
望

」を

明
記

場
・
申
・
問
先
=
水
元
養
護

学
校
　
(
3
6
0
0
)
1
8
7
1

(
F
A
X
)
(
3
6
0
0
)
1
2
5
2

□
在
宅
重
症
心
身
障
害
児
(
者
)
へ

の
訪
問
看
護
従
事
者
募
集

対
象
=
6
0
歳
以
下
で
、
看
護
師
ま
た

は
保
健
師
の
資
格
が
あ
り
、
心
身
共

に
健
康
な
方

申
込
=
電
話

期
限
=
5

月
2
8日

申
先
=
東
部
訪
問
看

護
事
業
部

(
5
9
9
5
)
5
0
3
5

問
先
=
都
・
健
康
局
子
ど
も
医
療
課

(
5
3
2
0
)
4
3
6
0

□
消
防
団
員
募
集

対
象
=
1
8
歳
以
上
で
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

申
・
問
先
=
千
住
消
防
署

(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署(

3
8
5
2
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署(

3
8
5
3
)
0
1
1
9

映像広報 制作だより

今 回 は、区 民レ ポ ータ ーが新 田を 訪 れま

す 。現 在新田 は 、大 型 公団住 宅が 建設 中 で、

大き な注 目を 集 めてい ます。

また 、荒川 と隅 田川 に囲 まれ たこ の まち

は 、人々 の 結び つきが 強く 、人 情味あ ふれ

る 地域 でもあ り ます 。 まち ぐる み で行 う声

掛け に子 ども たち は元 気 に応え 、高 齢 者が

集う サロ ン には笑 い声 が響 き ます 。

昔 な がら のあ たたか さを 保ち なが ら 、新

しく 生 まれ変 わろ う とし ている まち の二 つ

の顔 に迫 り ます 。お楽 し みに 。

≪広 報 課≫

「情報キャッチ　 好 きです。あだち」放送予定
あだちコミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回 放送(午前9 時30分、午後O 時30分、6時)
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行政とのパイプ役

民生委員・児童委員は身近な相談員です

5
月
1
2日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
皆
さ
ん

か
ら
生
活
上
の
様
々
な
相
談
を
受
け

(表
1
)
、解
決
の
た
め
、関
連
機
関

に
連
絡
を
し
た
り
、
必
要
な
福
祉
制

度
な
ど
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し

て
い
ま
す
(
図
1
)
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
、皆
さ
ん
の
立
場
で
考
え
、

心
配
ご
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

安
心
し
て
気
軽
に
相
談
を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、「
民
生

委
員
法
」、「
児
童
福
祉
法
」に
よ
り
設

置
さ
れ
た
、
地
域
住
民
を
支
援
す
る

地
域
福
祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

現
在
、区
内
に
は
5
2
6人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
ま

ち
に
住
み
、
受
け
持
ち
の
区
域
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
が
兼
ね

て
い
て
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
問
題

も
担
当
し
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委

員
は
、
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委
員

と
協
力
し
な
が
ら
、
児
童
相
談
所
、

小
・
中
学
校
な
ど
の
関
連
機
関
と
連

絡
を
取
り
合
い
、
児
童
委
員
と
一
体

と
な
っ
て
児
童
の
健
全
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内

容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ バザーを通じて心のふれあいも図ります

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
民
生
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

図1　 民生委員のつながり

表1　相談内容内訳( 15年4月～16年3月)

総数
13, 010 件

具体的にはこんな相談が寄せられています
高齢で一人暮らしだが、最近、体を動かす

ことがつらくなり、生活が不安だ

子育てに不安を感じている
高齢の親の介護に疲れている

介護保険制度の利用方法がわからない
近所で次のような「生活状況が心配な家庭」

が見かけられる場合も相談してください
高齢者の夫婦だけの世帯で、妻がけがをし

た後、きちんと食事をとっているか気になる

近所の子どもの泣き声が、何かおかしい　
介護保険制度を利用せず不自由な生活をし
ている

福祉制度を知らないため生活に困っている

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係　3880- 5815

安 全 は　 あ な た の 自 覚　 周 り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンを通し
て、安全で安心なまちをつくります 《危機管理課》

水辺の公園オープン
4月から「みやぎ水再生センター」に名称

変更した小台下水処理場。処理施設上部が整備
され、4 月21日に「宮城ファミリー公園」とし
て開園しました。この公園は、ゲートボールや

グランドゴルフのできる多目的広場のほか、ス
ケートボードやスリーオンスリーができるア
クティブスポーツ広場もあり、年齢に関係なく
だれもが利用できるように設計されています。
隅田川沿いでスポーツに憩いにと様々な楽し
み方ができ、これからの季節、宮城の水辺に元

気な声が響きそうです。

▲ 広々した公園として、楽しみ方も広がります

楽しみませんか?
大師を彩る花々

西新井大師では、例年より早く藤やボタン

が満開を迎えました。藤は鮮やかな紫色、ボ
タンは真紅、ピンク、白など大輪の花を咲か
せました。一番の見ごろとなった4 月の中旬

にはたくさんの家族連れなどでにぎわいまし
た。また、5 、6 月にはハナショウブやアジ
サイなどが咲き、訪れる人の目を楽しませて
くれそうです。 ▲ 「見てごらん。大きくてきれいなボタンだよ」

新
装
オ
ー
プ
ン

あ
だ
ち
ふ
れ
あ
い
旬
感
プ
ラ
ザ

4
月
1
6日
・
1
7日
、
あ
だ
ち
ふ
れ
あ
い
旬
感

プ
ラ
ザ
の
新
装
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
店
は
、区
の
起
業
家
支
援
策
の
一
環
で
、空

き
店
舗
を
活
用
し
、
1
年
間
を
限
度
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
に
任
せ
、運
営
し
て
い
ま
す
。今
回
、
2
代

目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

区
の
友
好
自
治
体
で
あ
る
新
潟
県
小
出
町
、

長
野
県
山
ノ
内
町
、
栃
木
県
鹿
沼
市
の
特
産
品

や
区
内
農
家
が
育
成
し
た
地
場
野
菜
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
新
潟
県
小
出
町
か
ら
新

鮮
な
山
菜
な
ど
が
届
け
ら
れ
た
ほ
か
、
町
の
清

流
で
育
っ
た
川
魚

「
カ
ジ
カ
」
を
焼
き
、
熱
燗

に
入
れ
て
作
る
「
カ
ジ
カ
酒
」
も
振
る
舞
わ
れ
、

訪
れ
た
買
い
物
客
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
だ
ち
ふ
れ
あ
い
旬
感
プ
ラ
ザ

綾
瀬
4
-
6
-
1
2

(
3
6
2
8
)
5
5
0
0

様
々
な
旬
の
野
菜
が
食
卓
を
飾
り
ま
す

古紙配合率100% 再生紙を使用しています I . F　289, 730


